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て考察する(本書， 6 ページ) J としている。そして， I生産技術については， r製品技術』と
『製造技術.1 (狭義の生産技術)に大別し，その統ーとして両者の関連を製造技術に重点をお













































4. I第 I 部日本の完成車メーカーにおける技術発展と管理・労働」の検討
「第 I 部j では， 日本自動車大企業の技術発展と組織・管理・労働の変化が考察・分析され


































次に， I第 II部J の紹介・検討をおこなうこととしたい。
5. I第 11部自動車部品企業にける技術発展と管理・労働j の検討
第 II部では，完成車メーカーの動向との関連で，部品企業における技術・管理・労働の変化


















それは， I第 1 に，完成車メーカーの利益計画，それに関連した原価，生産計画の枠組みの
中でそれらを達成するための計画と統制であるということである。 J I第 2 に，系列・下請企業
における管理の基準が，完成車メーカーによって設定され，発注，再編成と結びついた『絶対
































6. r第皿部イギリス自動車企業における ME技術革新と管理・労働j の検討































「第 1 は，各国企業における生産拠点のグローパル化， ME技術革新の進展を基礎にして，
新たな管理組織・形態が導入され，従来の労働力利用方法の限界を克服するために作業形態の
チームワーキング化がすすんだ。そして従来の固定された職務を土台にした諸管理，また労働





































































システム，そのマネジメント・システムの構築である。(本書， 316ページ )J と指摘している。
このような方向性の経営政策・国家レベルの経済政策をすすめてゆくための方策を研究して行
くことが求められていると言えよう。
第三に， トヨタ自動車九州の宮原工場に見られた新しい作業形態と欧米自動車企業(特にボ
ルボ等)の新しい作業形態について，技術・管理・労働の視点から国際比較を更に発展させて
ゆくことが求められている。この間いは， 21世紀の新しい作業形態とは何かという聞いと共通
しており，根底には，資本主義の制度的枠組みの中で，どこまで「人間的な作業形態をつくり
だしうるか」という QWLの聞いとも繋がっている。
以上の本書の「技術・管理・労働の経営学j の若干の考察を見てもわかるように，本書が提
起した問題は，自動車大企業の生産システム研究のみならず，経営経済学全般に関わる大きな
問題である。そして，このことからも，本書が，自動車大企業の事例研究のみならず，経営学
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全般に及ぶ理論的問題を解明を試みた理論的文献であると位置づけることができょう。
それゆえ，本書の公刊が，わが国の経営学，生産管理論，生産システム論に与える刺激も大
きいものと思われる。したがって，本書の公刊を機会に，今後この領域における研究の更なる
継続・発展が望まれることとなったと言えよう。
- 82-
